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	スライド番号 1
	児童生徒の変容��それぞれ学校に対して自分の居場所を感じられなかった者たちがこの1年諦めることなく継続して登校できたことをまず彼らの成長と言える。子どもたちができること、学びたいこと、通いたいペース、滞在時間の短縮、保護者の声、など総合的に汲み取り、方針は変えずに方法を変えることで上手く流れ始めたという実感を半年経った頃に少しずつ持つことができた。普段の登校には波がある児童生徒でも今年度3回実施した校外学習には全て参加できたことも意外な発見であった。初めての体験を通してチャレンジすること、みんなと行動を合わせること、経験することは次のチャレンジにつながることなど、校外学習から学んだことも多かった。行事に参加することでアカデミー生としての帰属意識も芽生えてきた。次年度、全員継続が決定しているのでさらなる成長につなげていきたい。

